
主催 愛知大学現代中国学会 後援 一般社団法人 東海日中貿易センター
日中国交正常化50周年・愛知大学現代中国学部設立25周年

記念講演会 第2回

講師 中央大学ビジネススクール名誉フェロー

一般社団法人日中協会副会長服部 健治 氏

日中経済交流の50年とこれからの課題
〜現場の視点から〜

【お申込み方法】
参加ご希望の方は、以下のフォームからお名前・E-mail・ご所属を添えて

お申し込みください。後日、オンライン（ZOOM）参加用のURL等をお送りいたします。
【申込締切】 10月5日（水） 12時

URL：https://forms.gle/esjKa3nvsGgaw96A9
お問い合わせ：愛知大学現代中国学会Tel: 052-564-6128 Fax: 052-564-6228

日 時 2022年10月11日（火） 14時45分～16時15分
場 所 愛知大学名古屋キャンパス

グローバル・コンベンション・ホール
開催方法 対面式+オンライン

※対面50名、オンライン100名の定員に
達し次第、受付終了とさせていただきます。

日中国交正常化から半世紀。この間、対中ODA、
民間技術協力、直接投資の拡大などを通じて
日中間の経済交流は劇的に拡大し、中国は
今や日本にとっての最大の貿易相手国と
なりました。しかし、日中間の経済相互
依存の深化は同時に技術移転、知的
財産権問題、経済安全保障など様々
な問題を引き起こしています。1970
年代から日中経済交流の最前線
で活躍してきた専門家の目か
ら、日中経済関係の回顧と
これからの展望を語って
いただきます。

講演者 服部健治氏

専門分野：対中投資経営、中国の市場・
産業・企業調査、アジアグローバル企業分析

1972年大阪外国語大学（現大阪大学）中国語学科卒、
南カリフォルニア大学大学院卒。79年より（財）日中経済

協会、日中投資促進機構北京事務所首席代表（北京駐在通
算12年）。2001年愛知大学現代中国学部教授、コロンビア大学

東アジア研究所客員研究員の後、08年中央大学大学院戦略経営
研究科教授、復旦大学専門研究員（在上海）、18年3月定年退職。21

年6月まで（一社）日中協会理事長。目下中央大学客員研究員。


